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� 社会実験に至った経緯

■ 社 会 実 験 報 告 の 流 れ

Ｐ2～～～～ 交通事故のないまちづくりを目指して交通事故のないまちづくりを目指して交通事故のないまちづくりを目指して交通事故のないまちづくりを目指して ～～～～

� 社会実験の概要

� 社会実験の評価



【【【【過去１０年間過去１０年間過去１０年間過去１０年間における人身における人身における人身における人身事故発生状況事故発生状況事故発生状況事故発生状況】】】】

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

件数 1,324 1,233 1,297 1,186 1,234 1,130 1,293 1,503 1,385 1,452

■「■「■「■「人身事故人身事故人身事故人身事故」の発生件数について（過去１０年間）」の発生件数について（過去１０年間）」の発生件数について（過去１０年間）」の発生件数について（過去１０年間）

市内における人身事故発生件数は、平成２０年を境に増加傾向平成２０年を境に増加傾向平成２０年を境に増加傾向平成２０年を境に増加傾向にあります。にあります。にあります。にあります。
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１．社会実験に至った経緯

（（（（1）））） 市内における市内における市内における市内における｢｢｢｢人身事故人身事故人身事故人身事故｣｣｣｣の発生状況についての発生状況についての発生状況についての発生状況について
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出典 ； 平成24年度 焼津市の交通事故統計より

※ 第９次焼津市交通安全計画 平成27年末までの目標値 人身事故件数 １，０５０件以下



【【【【過去１０年間における交差点事故発生状況過去１０年間における交差点事故発生状況過去１０年間における交差点事故発生状況過去１０年間における交差点事故発生状況】】】】

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

件数 690 668 676 578 604 530 603 671 617 633

■「■「■「■「交差点における人身事故交差点における人身事故交差点における人身事故交差点における人身事故」の発生件数について（過去１０年間）」の発生件数について（過去１０年間）」の発生件数について（過去１０年間）」の発生件数について（過去１０年間）

市内の交差点人身事故発生件数は、平成２０年を境に増加傾向平成２０年を境に増加傾向平成２０年を境に増加傾向平成２０年を境に増加傾向にあります。にあります。にあります。にあります。

１．社会実験に至った経緯 Ｐ4

（（（（2）））） 市内の市内の市内の市内の｢｢｢｢交差点における人身事故交差点における人身事故交差点における人身事故交差点における人身事故｣｣｣｣の発生状況についての発生状況についての発生状況についての発生状況について
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平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年

出典 ； 平成24年度 焼津市の交通事故統計より

※ 第９次焼津市交通安全計画 平成27年末までの目標値 交差点事故件数 ５００件以下
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（（（（３３３３）））） 焼津市焼津市焼津市焼津市の交通安全対策について（の交通安全対策について（の交通安全対策について（の交通安全対策について（現状現状現状現状））））

１．社会実験に至った経緯

■■■■ 本市では本市では本市では本市では、、、、増加する交通事故の抑止を図るべく増加する交通事故の抑止を図るべく増加する交通事故の抑止を図るべく増加する交通事故の抑止を図るべく、、、、｢｢｢｢ 第９次焼津市交通安全計画第９次焼津市交通安全計画第９次焼津市交通安全計画第９次焼津市交通安全計画 ｣｣｣｣

に基づきに基づきに基づきに基づき、、、、重点課題である重点課題である重点課題である重点課題である｢｢｢｢交差点交差点交差点交差点｣｣｣｣ににににおけるおけるおけるおける｢｢｢｢出合頭事故出合頭事故出合頭事故出合頭事故｣｣｣｣などの抑止対策を実施などの抑止対策を実施などの抑止対策を実施などの抑止対策を実施

しています。しています。しています。しています。

【【【【 ソフト面の対策ソフト面の対策ソフト面の対策ソフト面の対策】】】】

関係機関・団体等が緊密な連携の下、交通安全教育や啓発活動などは参加・協働
型の交通安全活動を推進しています。

【【【【ハード面の対策ハード面の対策ハード面の対策ハード面の対策】】】】

生活道路において人優先の考えの下、｢あんしん歩行エリア整備事業｣及び
｢教育施設等周辺交通環境整備事業｣により、交差点事故多発箇所のカラー舗装化
や自発光式道路鋲設置など、交通の状況や地域の実態に即した交通安全対策を
実施しています。
また、既に整備が完了している「あんしん歩行エリア事業」で整備した東小川及び
西小川地区では、交通人身事故が約４割削減するなど、一定の効果が得られて
います。



（４）（４）（４）（４） 現在実施している主な交通安全対策について現在実施している主な交通安全対策について現在実施している主な交通安全対策について現在実施している主な交通安全対策について

１．社会実験に至った経緯
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事故件数事故件数事故件数事故件数

基準年基準年基準年基準年 Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２Ｈ２２

発生年度発生年度発生年度発生年度

死傷事故発生状況（西小川地区死傷事故発生状況（西小川地区死傷事故発生状況（西小川地区死傷事故発生状況（西小川地区））））

件数件数件数件数

※基準年とはＨ16～Ｈ18の平均事故件数（113件/Ｋｍ2年）

113 63

44444444％減％減％減％減

○路肩を緑色にカラー化し識別することで、

学童等の通行が“安全”になりました。

○交差点のカラー化、グリーンベルトの設置

（事業期間；Ｈ２０〜Ｈ２２年度）

・ 学童が路肩からあふれ危険な状況

対策前 対策後
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� 交差点事故が発生している「見通しの良い交差点見通しの良い交差点見通しの良い交差点見通しの良い交差点」や 「変則的な交差点変則的な交差点変則的な交差点変則的な交差点
（（（（五差路交差点五差路交差点五差路交差点五差路交差点））））」などで、信号機の設置が難しい交差点について、
本市の交通事故の特徴である交差点事故交通事故の特徴である交差点事故交通事故の特徴である交差点事故交通事故の特徴である交差点事故のののの抑止抑止抑止抑止対策が必要対策が必要対策が必要対策が必要

（５）（５）（５）（５） ラウンドアバウト社会実験の実施についてラウンドアバウト社会実験の実施についてラウンドアバウト社会実験の実施についてラウンドアバウト社会実験の実施について

Ｐ7１．社会実験に至った経緯

� 道路交通法が改正されたことに伴い、信号制御に頼らず交差点事故の

抑止に効果があるとされている「円形交差点（ラウンドアバウト）」

の社会実験を、交差点の基本形である十字路交差点では全国で初めて

実施し、安全性等の検証を行い、導入について検討



交差点を直進することが出来

ないため、交差点への進入速度

が抑制されます。

重大事故削減に効果があります。

Ｐ8２．ラウンドアバウトとは

静岡新聞社提供

エプロン

分離島（ぶんりじま）

中央島（ちゅうおうじま）

環道（かんどう）

★★★★ 環道（かんどう）に流入する車両は、徐行して進入します。環道（かんどう）に流入する車両は、徐行して進入します。環道（かんどう）に流入する車両は、徐行して進入します。環道（かんどう）に流入する車両は、徐行して進入します。

★★★★ 円形交差点のうち、円形交差点のうち、円形交差点のうち、円形交差点のうち、環道交通が優先されるもの環道交通が優先されるもの環道交通が優先されるもの環道交通が優先されるものです。です。です。です。

★★★★ 環道交通は、時計回り（右回り）の一方通行、信号や一時停止の規制を受けない。環道交通は、時計回り（右回り）の一方通行、信号や一時停止の規制を受けない。環道交通は、時計回り（右回り）の一方通行、信号や一時停止の規制を受けない。環道交通は、時計回り（右回り）の一方通行、信号や一時停止の規制を受けない。

（６）（６）（６）（６） ラウンドアバウトとはラウンドアバウトとはラウンドアバウトとはラウンドアバウトとは



２．社会実験の概要

●市街地に隣接した水田が広がる市街化調整区域で、一般住宅

のほかに、大規模倉庫や介護施設等が点在している地域。

●焼津市街地と藤枝市（旧岡部町）を結ぶ生活道路で、通勤

時間帯を中心に交通量が多い。
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社会実験箇所社会実験箇所社会実験箇所社会実験箇所

関方関方関方関方交差点交差点交差点交差点

（（（（1）））） 交差点の場所交差点の場所交差点の場所交差点の場所

駿河湾

市境

位位位位 置置置置 図図図図

東益津小

東益津中

東名高速焼津ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ

日本坂PA

焼津さかな センター

病院
社会実験箇所社会実験箇所社会実験箇所社会実験箇所

関方交差点関方交差点関方交差点関方交差点

病院
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①

③

②

① 関方策牛中央線 横断面図
（歩行帯（歩行帯（歩行帯（歩行帯２．０ｍ）２．０ｍ）２．０ｍ）２．０ｍ） 車道車道車道車道幅幅幅幅７．０ｍ７．０ｍ７．０ｍ７．０ｍ

② 越後島宮前線 横断面図
車道幅車道幅車道幅車道幅７．０ｍ７．０ｍ７．０ｍ７．０ｍ

④

２．社会実験の概要

（（（（2）））） 実験前の状況（１／４）（現地状況実験前の状況（１／４）（現地状況実験前の状況（１／４）（現地状況実験前の状況（１／４）（現地状況））））



主な交通の流れ
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⾃転⾞ 3台

171
(5/10)

34
(4/1)

A

C

B

D

123
(2/10)

95
(3/5)

⾃転⾞ 2台

⾃転⾞ 1台

⾃転⾞ 3台

95
(2/2)

⾃転⾞ 3台

117
(4/6)

180
(3/7)

⾃転⾞ 1台 ⾃転⾞ 1台

49
(1/5)

単位：台/時 上段：全車上段：全車上段：全車上段：全車 下段：大型／二輪車下段：大型／二輪車下段：大型／二輪車下段：大型／二輪車

平成２５年８月２１日（水） ７：００～８：００（ピーク時） 天気：晴れ

自動車交通量４２５台（普通車３９０台 大型車１２台 二輪車 ２３台）

自転車 ７台 歩行者 ０人

（２）（２）（２）（２） 実験前の状況実験前の状況実験前の状況実験前の状況 （２／４）（２／４）（２／４）（２／４） （交通量）（交通量）（交通量）（交通量）

２．社会実験の概要



①①①①､､､､②②②②､､､､④④④④

③③③③､､､､⑤⑤⑤⑤

・見通しのよい交差点ではあるが、H20～24の過去5年間で出合い頭人身事故が５件発生している。

・全方向で同等幅員となっており、主従の関係が分かりにくく、一時停止の見落としなどが原因。

・主道路は、交差点進入速度が45km/h程度であり、重大人身事故に繋がる可能性が高い。

・地元自治会からは、交差点の安全対策について要望書が提出されています。
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№№№№ 事故発生日時と原因事故発生日時と原因事故発生日時と原因事故発生日時と原因

①①①①
H20.6.12 PM8:00
（二）朝比奈川方面からの車両の
一時停止無視

②②②②
H22.3.1 AM9:35
（二）朝比奈川方面からの車両の
一時停止無視

③③③③
H22.3.1 PM4:50
（県）焼津岡部線方面からの車両
の一時停止無視

④④④④
H24.4.23 AM7:45
（二）朝比奈川方面からの車両の
一時停止無視

⑤⑤⑤⑤
H24.1.13 AM8:05
（県）焼津岡部線方面からの車両
の一時停止無視

（２）（２）（２）（２） 実験前の状況実験前の状況実験前の状況実験前の状況 （３／４）（３／４）（３／４）（３／４） （事故の発生状況）（事故の発生状況）（事故の発生状況）（事故の発生状況）

２．社会実験の概要



平成25年8月21日（水）撮影

Ｐ13２．社会実験の概要

（２）（２）（２）（２） 実験前の状況実験前の状況実験前の状況実験前の状況 （４（４（４（４／／／／４）４）４）４） （交通状況）（交通状況）（交通状況）（交通状況）
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■■■■ 経経経経 緯緯緯緯

（３）（３）（３）（３） 社会実験の実施工程社会実験の実施工程社会実験の実施工程社会実験の実施工程
■■■■ 実施期間実施期間実施期間実施期間 平成平成平成平成26262626年１月年１月年１月年１月16161616日（木曜日）～日（木曜日）～日（木曜日）～日（木曜日）～ 平成平成平成平成26262626年２月年２月年２月年２月14141414日（金曜日）日（金曜日）日（金曜日）日（金曜日）

月月月月 関方交差点ラウンドアバウト社会実験関方交差点ラウンドアバウト社会実験関方交差点ラウンドアバウト社会実験関方交差点ラウンドアバウト社会実験

９月 30日 国土交通省社会実験採択

１０月

１１月 14,15日 事前調査(ビデオ、走行調査)

15日 工事着手

18日 第１回協議会

１２月 19日 地元説明会（関方地区）

１月 16161616日日日日 ラウンドアバウト運用開始ラウンドアバウト運用開始ラウンドアバウト運用開始ラウンドアバウト運用開始

21日 第２回協議会

30,31日 事後調査(ビデオ、走行調査)

２月 4日 地元説明会（関方地区）

14141414日以降日以降日以降日以降 ラウンドアバウトの運用を継続ラウンドアバウトの運用を継続ラウンドアバウトの運用を継続ラウンドアバウトの運用を継続

３月 11日 第３回協議会

（実験前アンケート）

12/下旬 配布 ～1/10 回収

（実験中アンケート）

1/29～ 配布 ～2/17 回収

２．社会実験の概要



【対象車両】
①普通自動車（大型トラック）

②小型車等

【道路構造】

環道外径 ：２７.０m（導流の最小半径）
環道幅員 ： ５.０m
エプロン幅員： １.５m＋路肩０．５m
中央島外径 ：１２.０m

（４）（４）（４）（４） 社会実験の内容社会実験の内容社会実験の内容社会実験の内容 （１／３）（１／３）（１／３）（１／３）
（平面計画（平面計画（平面計画（平面計画 ・・・・ 幅員構成）幅員構成）幅員構成）幅員構成）
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国
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国
道
１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０
号号 号号

至至至至 県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線

至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

Ｐ15２．社会実験の概要

1000 3700 1300

6000



（４）（４）（４）（４） 社会実験の内容社会実験の内容社会実験の内容社会実験の内容 （２／３）（２／３）（２／３）（２／３） （実験前後の状況）（実験前後の状況）（実験前後の状況）（実験前後の状況）

■実験前（４枝無信号交差点）■実験前（４枝無信号交差点）■実験前（４枝無信号交差点）■実験前（４枝無信号交差点）

■実験中（４枝ラウンドアバウト）■実験中（４枝ラウンドアバウト）■実験中（４枝ラウンドアバウト）■実験中（４枝ラウンドアバウト）
至至至至 国道国道国道国道150号号号号

至至至至 藤枝市藤枝市藤枝市藤枝市

至至 至至
県
道
焼
津
岡
部
線

県
道
焼
津
岡
部
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県
道
焼
津
岡
部
線

県
道
焼
津
岡
部
線

至至 至至
朝
比
奈
川

朝
比
奈
川

朝
比
奈
川

朝
比
奈
川

Ｐ16

(平成25年11月20日撮影)

（平成26年1月31日撮影）

２．社会実験の概要

至至至至 藤枝市藤枝市藤枝市藤枝市
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岡
部
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県
道
焼
津
岡
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岡
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部
線

至至 至至
朝
比
奈
川

朝
比
奈
川

朝
比
奈
川

朝
比
奈
川



■分離島（ぶんりじま）・横断歩道の状況■分離島（ぶんりじま）・横断歩道の状況■分離島（ぶんりじま）・横断歩道の状況■分離島（ぶんりじま）・横断歩道の状況

ＢＢＢＢ

至至 至至
藤
枝
市

藤
枝
市

藤
枝
市

藤
枝
市

至至 至至
国
道

国
道

国
道

国
道
１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０
号号 号号

至至至至 県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線

至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

■中央島（ちゅうおうじま）の状況■中央島（ちゅうおうじま）の状況■中央島（ちゅうおうじま）の状況■中央島（ちゅうおうじま）の状況

Ｐ17２．社会実験の概要

（４）（４）（４）（４） 社会社会社会社会実験の実験の実験の実験の内容内容内容内容 （３（３（３（３／／／／３）３）３）３） （（（（実験中の状況）実験中の状況）実験中の状況）実験中の状況）



実験前の地元説明会で、当該交差点にセミトレーラ連結車が通行することが確認

されたため、セミトレーラ連結車が通行可能な構造に見直しを行いました。

Ｐ18２．社会実験の概要

至至 至至
藤
枝
市

藤
枝
市

藤
枝
市

藤
枝
市

至至 至至
国
道

国
道

国
道

国
道
１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０
号号 号号

至至至至 県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線

至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

①①①① 中央島の縁石ブロックを中央島の縁石ブロックを中央島の縁石ブロックを中央島の縁石ブロックを50cm50cm50cm50cm内側へ移動させた。内側へ移動させた。内側へ移動させた。内側へ移動させた。
50505050cmcmcmcm移動した部分を緑色に着色し移動した部分を緑色に着色し移動した部分を緑色に着色し移動した部分を緑色に着色し、、、、視覚的に視覚的に視覚的に視覚的に
エプロン部（ゼブラ線）と区分した。エプロン部（ゼブラ線）と区分した。エプロン部（ゼブラ線）と区分した。エプロン部（ゼブラ線）と区分した。

① 中央島の縁石を50cm内側へ移動した
部分の舗装面を緑色に塗装した。

② 隅角部曲線を拡大
拡大部はゼブラ処理

（５）（５）（５）（５） 計画後の変更点計画後の変更点計画後の変更点計画後の変更点 （１／（１／（１／（１／２）２）２）２）



ラウンドアバウトに改良するにあたり、市道関方策牛中央線に新たに一時停止規制

するため、“止まれ規制標識”以外の「注意喚起看板」を設置しました。

Ｐ19２．社会実験の概要

③ 一時停止注意喚起看板の設置
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至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

（５）（５）（５）（５） 計画後の変更点計画後の変更点計画後の変更点計画後の変更点 （２（２（２（２／２）／２）／２）／２）



（６）（６）（６）（６） 実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点 （１／５）（１／５）（１／５）（１／５）

Ｐ20２．社会実験の概要

通行開始直後、朝比奈川方面に右折する車両が、反対車線へ誤進入する状況が

確認されたため、中央線（センターライン）を延長し、進入部を明確にしました。

① 中央線の延長 ＜開通直後＞

＜見直し後＞
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至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川



（６）（６）（６）（６） 実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点 （２／５）（２／５）（２／５）（２／５）

Ｐ21２．社会実験の概要

供用開始直後に、右折する車両が反対車線へ誤進入する状況が確認されたため、

進入部に道路鋲（チャッターバー）を設置し、進入部の明確化を図りました。

② 進入部に道路鋲を設置
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至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

＜見直し後＞



（６）（６）（６）（６） 実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点 （３／５）（３／５）（３／５）（３／５）

Ｐ22２．社会実験の概要

右折車両の迷走防止のため、“注意喚起標識”を設置しました。
車

も
自

転
車

も

時
計
回
り

③ 注意看板を設置
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至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川



（６）（６）（６）（６） 実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点 （４／５）（４／５）（４／５）（４／５）

Ｐ23２．社会実験の概要

交差点へ進入してくる車両の、環道への誘導（逆走防止）のため、環道に対して

角度をつけた進入となるように、中央線（センターライン）を見直ししました。
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至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

④ 区画線の引き直し

＜見直し後＞

＜見直し前＞



Ｐ24２．社会実験の概要

中央島内の“注意喚起標識”の設置位置・高さを変更し視認性を確保しました。
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至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

⑤ 安全施設の配置を見直し

＜見直し後＞

（６）（６）（６）（６） 実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点実験開始後の見直し点 （５／５）（５／５）（５／５）（５／５）



（７）（７）（７）（７） 広報活動広報活動広報活動広報活動 （１／６）（１／６）（１／６）（１／６）
【【【【市ホームページ及び「広報やいづ」で社会実験の説明市ホームページ及び「広報やいづ」で社会実験の説明市ホームページ及び「広報やいづ」で社会実験の説明市ホームページ及び「広報やいづ」で社会実験の説明】】】】

○ 焼津市ホームページへの掲載

Ｐ25２．社会実験の概要

○ 広報やいづへの掲載



（７）（７）（７）（７） 広報活動広報活動広報活動広報活動 （２（２（２（２／／／／６）６）６）６）
【【【【リーフレットの配布リーフレットの配布リーフレットの配布リーフレットの配布】】】】

対象：通行者、関方地区住民及び事業所、学校、市内公民館、郵便局、観光協会、

タクシー及びトラック協会、さかなセンター、藤枝市岡部町三輪地区住民など

【合計 約１，２００部を配布約１，２００部を配布約１，２００部を配布約１，２００部を配布】】】】

警察による交通指導と合わせて、通⾏者にリーフレット及びチラシを配布しました。

Ｐ26２．社会実験の概要



（７）（７）（７）（７） 広報活動広報活動広報活動広報活動 （３／６）（３／６）（３／６）（３／６）
【【【【案内チラシの配布案内チラシの配布案内チラシの配布案内チラシの配布】】】】

○ 右折ルールの案内チラシ

通行開始直後、右折車両の通行方法に戸惑いが

確認されたため、警察による現地指導と合わせて、

案内チラシを配布しました。

また、実験開始の翌日にリーフレット配布先に

追加で配布しました。

Ｐ27２．社会実験の概要

対象：通行者、関方地区住民及び事業所、

タクシー及びトラック協会、市内公民館、

さかなセンター、

藤枝市岡部町三輪地区住民などに

約１，２００部配布約１，２００部配布約１，２００部配布約１，２００部配布

○通⾏ルール説明と

チラシ配布の状況

（平成（平成（平成（平成26262626年１月年１月年１月年１月29292929日）日）日）日）



（７）（７）（７）（７） 広報活動広報活動広報活動広報活動 （４／６）（４／６）（４／６）（４／６）
【【【【記者発表記者発表記者発表記者発表】】】】

○ 平成25年11月13日 第１回焼津ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ社会実験協議会の開催について

○ 平成26年１月14日 第２回焼津ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ社会実験協議会の開催について

○ 平成26年１月15日 社会実験開始式の開催について

○ 平成26年１月24日 アンケートの現地配布と交通指導について

○ 平成26年２月13日 ラウンドアバウトの運用継続について

○ 平成26年３月10日 第３回焼津ﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ社会実験協議会の開催について

Ｐ28

○ 平成25年10月２日 ラウンドアバウトの社会実験の実施について

○ 平成26年１月８日 関方交差点ラウンドアバウト社会実験期間について

■■■■ 市長会見市長会見市長会見市長会見

２．社会実験の概要

■■■■ 市広報広聴課市広報広聴課市広報広聴課市広報広聴課 情報発信情報発信情報発信情報発信



平成25年12月19日

実験前 地元説明会の様子

＜内容＞
１．社会実験を実施することになった経緯
２．ラウンドアバウトとは
３．社会実験の方法について
４．今後のスケジュール
５．意見交換

平成26年2月4日

実験中 地元説明会の様子

＜内容＞
１．社会実験の状況
２．右折方向のルールの説明
３．アンケート調査について
４．意見交換

（７）（７）（７）（７） 広報活動広報活動広報活動広報活動 （５（５（５（５／／／／６）６）６）６）
【【【【地元説明会地元説明会地元説明会地元説明会 （第１回；平成（第１回；平成（第１回；平成（第１回；平成25年年年年12月月月月19日、日、日、日、 第２回；平成第２回；平成第２回；平成第２回；平成26年年年年2月月月月4日）日）日）日）】】】】

２．社会実験の概要 Ｐ29



（７）（７）（７）（７） 広報活動広報活動広報活動広報活動

（６／６）（６／６）（６／６）（６／６）

【【【【主な報道主な報道主な報道主な報道】】】】

テレビ放映テレビ放映テレビ放映テレビ放映 ；；；； 16161616回回回回

新聞掲載新聞掲載新聞掲載新聞掲載 ；；；； 24242424回回回回

計計計計 40回回回回

Ｐ30２．社会実験の概要

日 付 種 別 報道機関名 内 容

9月30日 テレビ NHK ラウンドアバウト社会実験の実施について

10月01日 新 聞 静岡新聞朝刊 信号機のない円形交差点 焼津市が導入研究

10月03日 新 聞 静岡新聞朝刊 焼津市 ラウンドアバウト社会実験 来年１月16日から
10月03日 新 聞 中日新聞朝刊 焼津に円形交差点導入 来年１月から社会実験

10月10日 テレビ SBSテレビ 特集 県内初の試験導入 信号機ない交差点 その効果は？

11月18日 テレビ NHK 焼津市ラウンドアバウト社会実験協議会の開催について

11月19日 新 聞 静岡新聞朝刊 焼津市 ラウンドアバウト社会実験協議会へ協議会

11月20日 新 聞 読売新聞朝刊 信号機使わない円形交差点 焼津市 来年１月から実験

11月22日 新 聞 読売新聞朝刊 円形交差点の実験始動 焼津アンケートなど検証

1月03日 新 聞 静岡新聞朝刊 16日から１カ月社会実験 焼津市交通事故抑止へ

1月09日 テレビ NHK ラウンドアバウト社会実験の実施について

1月14日 テレビ あさひテレビ 交通事故防止の光に・・・全国初・県内初の新対策とは？

1月16日 テレビ NHK 新しい交差点 ラウンドアバウト 効果の検証始まる

1月16日 テレビ SBSテレビ 焼津市 交差点事故削減へ 「円形交差点」社会実験スタート

1月16日 テレビ テレビ静岡 ラウンドアバウトの効果は？ 交差点事故減少の社会実験

1月16日 テレビ だいいちテレビ 特集 円形交差点「ラウンドアバウト」とは？

1月16日 テレビ あさひテレビ 信号機いらず事故防止 円形交差点 焼津市で試験導入

1月17日 新 聞 静岡新聞朝刊 円形交差点を実験運用 焼津市 30日間効果検証
1月17日 新 聞 毎日新聞朝刊 円形交差点「ラウンドアバウト」事故抑止へ実験開始 焼津

1月17日 新 聞 朝日新聞朝刊 円形交差点で事故防止 焼津で社会実験開始

1月18日 新 聞 産経新聞 ラウンドアバウト効果いかに 焼津市、事故抑止へ試験導入

1月22日 新 聞 静岡新聞朝刊 社会実験現場を視察 焼津市協議会 課題や改善点探る

1月22日 新 聞 読売新聞朝刊 円形交差点の実験 始動

1月23日 テレビ NHK 焼津ラウンドアバウト 試験運用から１週間 見えた課題は

1月26日 テレビ テレビ朝日 “危険な交差点”に救世主
1月29日 新 聞 静岡新聞夕刊 焼津で社会実験中 環状交差点

1月29日 新 聞 日刊焼津港報 円形交差点でアンケート配布

1月29日 テレビ だいいちテレビ 円形交差点でアンケート配布

1月30日 新 聞 静岡新聞朝刊 円形交差点普及協議会へ

1月30日 新 聞 静岡新聞朝刊 円形交差点走り心地は

2月06日 新 聞 静岡新聞朝刊 円形交差点の現状説明 焼津市が住民対象 実験延長求める声も

2月07日 新 聞 静岡新聞朝刊 ラウンドアバウト 事故防止 再考の機会に

2月10日 テレビ テレビ静岡 平成26年度予算について
2月14日 新 聞 静岡新聞朝刊 ラウンドアバウト社会実験９月まで

2月14日 新 聞 中日新聞朝刊 焼津の円形交差点９月末まで延長

2月21日 テレビ だいいちテレビ ラウンドアバウト社会実験 ９月末まで延長

2月23日 テレビ NHK ラウンドアバウト社会実験 ９月末まで延長

3月12日 新 聞 中日新聞朝刊 焼津の「円形交差点」実験

3月12日 新 聞 静岡新聞朝刊 新年度に研究会発足 焼津市大富小前導入へ調査

3月14日 新 聞 産経新聞朝刊 円形交差点「ラウンドアバウト」 ６割「良くなった」焼津市、アンケートを報告



（８）（８）（８）（８） 切替え切替え切替え切替え工事の状況工事の状況工事の状況工事の状況①①①① 【【【【平成平成平成平成26262626年１月年１月年１月年１月16161616日日日日((((木曜日）木曜日）木曜日）木曜日）】】】】

２．社会実験の概要

D 至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

C 至至至至 県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線
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午前６時午前６時午前６時午前６時00000000分頃分頃分頃分頃

午前８時午前８時午前８時午前８時20202020分頃分頃分頃分頃

①北側市道を通行止

②東西方向を片側交互通行

③中央島施工のためのバリケードを設置

①①①①

②②②②

③③③③
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午前８時午前８時午前８時午前８時00000000分頃分頃分頃分頃

午前７時午前７時午前７時午前７時00000000分頃分頃分頃分頃



（８）（８）（８）（８） 切り替え切り替え切り替え切り替え工事の状況工事の状況工事の状況工事の状況②②②② 【【【【平成平成平成平成26262626年１月年１月年１月年１月16161616日（木）日（木）日（木）日（木）】】】】

午前９時午前９時午前９時午前９時00000000分頃分頃分頃分頃

①①①①

①中央島縁石を設置

午前午前午前午前11111111時時時時00000000分頃分頃分頃分頃

②②②②

②中央島前面を着色

午後３時午後３時午後３時午後３時00000000分頃（開通式）分頃（開通式）分頃（開通式）分頃（開通式）

③開通後

午後３時午後３時午後３時午後３時05050505分頃（開通直後）分頃（開通直後）分頃（開通直後）分頃（開通直後）

Ｐ32２．社会実験の概要



Ｐ33

（９）（９）（９）（９） 運用開始翌日の交通状況運用開始翌日の交通状況運用開始翌日の交通状況運用開始翌日の交通状況 【【【【平成平成平成平成26262626年１月年１月年１月年１月17171717日（金）午前８時日（金）午前８時日（金）午前８時日（金）午前８時00000000分頃分頃分頃分頃】】】】

D 至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川
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動画２．社会実験の概要



（（（（10101010）））） 通勤時間帯の交通状況通勤時間帯の交通状況通勤時間帯の交通状況通勤時間帯の交通状況 【【【【平成平成平成平成26262626年１月年１月年１月年１月31313131日（金）日（金）日（金）日（金） 午前７時午前７時午前７時午前７時30303030分頃分頃分頃分頃】】】】

D 至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

C 至至至至 県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線
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Ｐ34動画２．社会実験の概要



（（（（11111111）））） セミトレーラ連結車の通行状況セミトレーラ連結車の通行状況セミトレーラ連結車の通行状況セミトレーラ連結車の通行状況 【【【【平成平成平成平成26262626年１月年１月年１月年１月17171717日日日日((((金金金金)))) 午前９時午前９時午前９時午前９時00000000分頃分頃分頃分頃】】】】

D 至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

C 至至至至 県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線
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Ｐ35動画２．社会実験の概要

40ﾌｨｰﾄｺﾝﾃﾅ車（車長１６．５ｍ） 通行状況



（（（（12121212）））） 自転車の通行状況自転車の通行状況自転車の通行状況自転車の通行状況 【【【【平成平成平成平成26262626年１月年１月年１月年１月31313131日（金）日（金）日（金）日（金）】】】】

D 至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

C 至至至至 県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線
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Ｐ36動画２．社会実験の概要



（（（（13）））） 歩行者の通行状況歩行者の通行状況歩行者の通行状況歩行者の通行状況 【【【【平成平成平成平成26年１月年１月年１月年１月31日（金）日（金）日（金）日（金）】】】】

D 至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

C 至至至至 県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線
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Ｐ37動画２．社会実験の概要



（（（（14141414）））） 逆走車両の状況逆走車両の状況逆走車両の状況逆走車両の状況 【【【【平成平成平成平成26262626年１月年１月年１月年１月17171717日（金）日（金）日（金）日（金） 午後２時頃（実験開始翌日）午後２時頃（実験開始翌日）午後２時頃（実験開始翌日）午後２時頃（実験開始翌日）】】】】

D 至至至至 朝比奈川朝比奈川朝比奈川朝比奈川

C 至至至至 県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線県道焼津岡部線

A

至至 至至
藤
枝
市

藤
枝
市

藤
枝
市

藤
枝
市

B

至至 至至
国
道

国
道

国
道

国
道
１
５
０

１
５
０

１
５
０

１
５
０
号号 号号

Ｐ38２．社会実験の概要



（（（（15）））） 運用状況（逆走車両件数）運用状況（逆走車両件数）運用状況（逆走車両件数）運用状況（逆走車両件数）

Ｐ39

２１件 １１件 3件 2件

２．社会実験の概要



（（（（15）））） 朝と夜間の状況朝と夜間の状況朝と夜間の状況朝と夜間の状況

朝の状況 夜間の状況

Ｐ40２．社会実験の概要



検証項目区分検証項目区分検証項目区分検証項目区分 検証内容（効果・影響に関する仮説）検証内容（効果・影響に関する仮説）検証内容（効果・影響に関する仮説）検証内容（効果・影響に関する仮説）

①交差点の安全性①交差点の安全性①交差点の安全性①交差点の安全性

重大事故の減少重大事故の減少重大事故の減少重大事故の減少

交差点進入・通過速度の低下交差点進入・通過速度の低下交差点進入・通過速度の低下交差点進入・通過速度の低下

②交差点の円滑性②交差点の円滑性②交差点の円滑性②交差点の円滑性
無信号交差点との移動（旅行）時間の比較無信号交差点との移動（旅行）時間の比較無信号交差点との移動（旅行）時間の比較無信号交差点との移動（旅行）時間の比較
（どの程度変化するかを確認）（どの程度変化するかを確認）（どの程度変化するかを確認）（どの程度変化するかを確認）

③分離島の必要性③分離島の必要性③分離島の必要性③分離島の必要性
分離島の有無による挙動（通行状況）の比較分離島の有無による挙動（通行状況）の比較分離島の有無による挙動（通行状況）の比較分離島の有無による挙動（通行状況）の比較
（車両走行位置、歩行者の安全確認）（車両走行位置、歩行者の安全確認）（車両走行位置、歩行者の安全確認）（車両走行位置、歩行者の安全確認）

④横断歩道・歩道の必要性④横断歩道・歩道の必要性④横断歩道・歩道の必要性④横断歩道・歩道の必要性
横断歩道の設置有無による安全上の課題横断歩道の設置有無による安全上の課題横断歩道の設置有無による安全上の課題横断歩道の設置有無による安全上の課題
環道内の車両の滞留状況の確認環道内の車両の滞留状況の確認環道内の車両の滞留状況の確認環道内の車両の滞留状況の確認
歩道の設置有無による安全上の課題（歩行者の動き）歩道の設置有無による安全上の課題（歩行者の動き）歩道の設置有無による安全上の課題（歩行者の動き）歩道の設置有無による安全上の課題（歩行者の動き）

２．社会実験の概要

■ 検証項目
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（（（（16）））） 検証内容について検証内容について検証内容について検証内容について （１／３）（１／３）（１／３）（１／３）



項項項項 目目目目

調調調調 査査査査

内内内内 容容容容
事前事前事前事前 実験中実験中実験中実験中

①ビデオ撮影調査①ビデオ撮影調査①ビデオ撮影調査①ビデオ撮影調査 ○○○○ ○○○○
沿道の高所にビデオカメラを設置し、交差点の沿道の高所にビデオカメラを設置し、交差点の沿道の高所にビデオカメラを設置し、交差点の沿道の高所にビデオカメラを設置し、交差点の
交通状況（流入部、交差点内）を撮影する。交通状況（流入部、交差点内）を撮影する。交通状況（流入部、交差点内）を撮影する。交通状況（流入部、交差点内）を撮影する。

②走行調査②走行調査②走行調査②走行調査 ○○○○ ○○○○
調査車両（一般車両）にドライブレコーダーを調査車両（一般車両）にドライブレコーダーを調査車両（一般車両）にドライブレコーダーを調査車両（一般車両）にドライブレコーダーを
搭載し、各流入部から各流出部までの間を通行搭載し、各流入部から各流出部までの間を通行搭載し、各流入部から各流出部までの間を通行搭載し、各流入部から各流出部までの間を通行
し、走行速度の計測する。し、走行速度の計測する。し、走行速度の計測する。し、走行速度の計測する。

③アンケート調査③アンケート調査③アンケート調査③アンケート調査 ○○○○ ○○○○
沿道住民に対してアンケート調査を実施し沿道住民に対してアンケート調査を実施し沿道住民に対してアンケート調査を実施し沿道住民に対してアンケート調査を実施し、、、、
ラウンドアバウトへの改良による安全意識ラウンドアバウトへの改良による安全意識ラウンドアバウトへの改良による安全意識ラウンドアバウトへの改良による安全意識、、、、
行動及び利便性の変化を把握する。行動及び利便性の変化を把握する。行動及び利便性の変化を把握する。行動及び利便性の変化を把握する。

２．社会実験の概要 Ｐ42

（（（（16）））） 検証内容について検証内容について検証内容について検証内容について （２／３）（２／３）（２／３）（２／３）

■ 検証方法 （１／２）



ビデオ撮影調査

②走行調査

③ アンケート調査

【【【【事前アンケート事前アンケート事前アンケート事前アンケート】】】】
■配布数：■配布数：■配布数：■配布数：633633633633部部部部
■回収数：■回収数：■回収数：■回収数：299299299299部部部部((((回収率回収率回収率回収率47.2%)47.2%)47.2%)47.2%)

●アンケートの主旨●アンケートの主旨●アンケートの主旨●アンケートの主旨
改良前に改良前に改良前に改良前に、、、、当該交差点をどのように感じて当該交差点をどのように感じて当該交差点をどのように感じて当該交差点をどのように感じて
いるかを確認。いるかを確認。いるかを確認。いるかを確認。

【【【【実験中アンケート実験中アンケート実験中アンケート実験中アンケート】】】】
■配布数：約■配布数：約■配布数：約■配布数：約1,2001,2001,2001,200部部部部
■回収数：■回収数：■回収数：■回収数：535535535535部部部部((((回収率回収率回収率回収率44.2%)44.2%)44.2%)44.2%)

●アンケートの主旨●アンケートの主旨●アンケートの主旨●アンケートの主旨
改良による変化改良による変化改良による変化改良による変化((((速度速度速度速度、、、、事故の可能性事故の可能性事故の可能性事故の可能性、、、、通行の通行の通行の通行の
しやすさしやすさしやすさしやすさ、、、、安全確認のしやすさ安全確認のしやすさ安全確認のしやすさ安全確認のしやすさ、、、、安全に安全に安全に安全に
なったかなったかなったかなったか))))を確認。を確認。を確認。を確認。
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Ａ

関方交差点

（電（電（電（電柱柱柱柱））））

ビデオビデオビデオビデオ①①①① 設置設置設置設置

ビデオビデオビデオビデオ②②②② 設置設置設置設置

（電（電（電（電柱柱柱柱））））

Ｂ

Ｃ

Ｄ

（（（（16）））） 検証内容について検証内容について検証内容について検証内容について （３／３）（３／３）（３／３）（３／３） ■ 検証方法 （２／２）




